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北海道大学　2017 . 3

北海道の成長の姿を考える
－人口減少，グローバル時代の地域戦略とは－

パネリスト　大内　　全（北海道経済連合会名誉会長）　　　　　　　　　
パネリスト　大西　雅之（鶴雅ホールディングス株式会社代表取締役社長）
パネリスト　石橋　榮紀（浜中町農業協同組合代表理事組合長）　　　　　

コーディネーター　小磯　修二（北海道大学公共政策大学院特任教授）　　　　　

小　磯：それでは，限られた時間ではありますが，
先ほどの 3人の皆さんからの基調講演を受けて意
見交換という形でパネルディスカッションを進め
ていきたいと思います。
　まず私のほうから，それぞれお話しいただいた
内容についての感想と，ここだけはお聞きしたい
というところをお尋ねしながら進めていきたいと
思います。
　最初に大内さんから，道経連の活動というとこ
ろで北海道の全般的・長期的な課題と方向を大変
丁寧にお話をいただきありがとうございました。
　特に印象深かったのは社会資本整備。経済団体
としてもその問題に対して深い問題意識を持って
おられて，高速道路をはじめ，北海道においては
全国と比べて高速の特に旅客のネットワークが非
常に遅れているという部分ですね。これは，その
後の大西さんの，いわば広さが魅力であると同時
にネックにもなっているというところにも通ずる
ところですが，今後，北海道としてしっかりと力
強い高速交通の基盤整備を進めていくことが一つ
の大きなテーマとして浮かび上がってきたような
気がいたしました。
　その中で，後半にお話があった，特に新しい北
海道総合開発計画で「生産空間」というコンセプ
トが提起されました。これは言いかえると，これ
からの北海道を担っていく食と観光，その空間地
域，そこが実は北海道のこれまでの整備の中でか
なり遅れている。その部分を，どういう形で強み

を生かし，戦略展開していく中で「生産空間」の
役割をしっかり担っていけるのかというところ
で，そこが今後の北海道の課題として浮かび上
がってきたように思います。それはこれから北海
道としても非常に大事な部分だと思うのですが，
その点，北海道の「生産空間」の強化，これから
の食と観光を担うそういう地域づくりのために改
めて何が必要なのか，特にどういうところが大事
なのかというところを少し加えてお話しいただけ
ればと思います。よろしくお願いします。
大　内：ご質問ありがとうございます。先ほどご
説明させていただきました「生産空間」でござい
ます。実際に農業，観光，林業，漁業をやってい
るところと定義をしておりますが，ここで一番大
切なことは何か，この「生産空間」を維持・発展
させるために必要なことは何か。これは石橋組合
長からもお話しいただきましたが，やはり人材の
育成も大事だと思います。その地域でどうやって
人を育成して，そこで生産活動に従事してもらう
か。また，その地域地域の中で「地方部の市街地」
と定義されるところ。これは，役場機能，学校機
能，また，道の駅，診療所，いろんな機能がある
かと思いますが，例えば体調が悪くなっても診療
所にも行けないようなところであれば，人を育成
して，そこで居住して生産活動を引き続きやって
もらおうとしても，そこには障害となる負の力が
働くのではないかと思います。
　従いまして，人の養成と「生産空間」と「地方

　＜パネルディスカッション＞
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部の市街地」，こういったところ。自分の子供を
学校に毎日しっかりと通わせなければならないわ
けですので，「地方部の市街地」と「生産空間」
が日常的にしっかり結びついているということも
大切ですし，人間でありますので診療所では見切
れない大きなけがをしたり病気になることもあり
ます。そういうときにはしっかりとした大きな都
市の医療設備の整ったところと結びつくような，
そういうネットワークが大事なのだろうと思いま
す。
　さらにつけ加えさせていただきますと，やはり
インバウンドといいますか，外国人の方にたくさ
んおいでいただくためには，大西社長からもお話
がありましたが，いろんな観光資源を発掘してい
くことも大事だと思います。
　人口減少化の中にあって，観光客という交通人
口がふえていくということが大切だと思います
し，観光客に来ていただければ，それに対応する
人もそこに定住できる。あるいは設備投資もされ
る。そういったことが起こるのではないかと思い
ます。
　「生産空間」を維持するにはどうしたらいいか
ということは一口には言い切れない奥の深い中身
だと思いますが，そういったものを総動員してや
るべきだと思っております。
小　磯：どうもありがとうございました。大変難
しい命題に対して簡潔にお答えいただいたと思い
ます。
　私も，いろんな地方に行くと一番大きなニーズ
というのは，これまで例えば社会資本整備である
医療とか福祉だったのですが，最近はその辺の意
識が随分変わってきまして，今，自分たちのまち
で出産できない地域が 7割から 8割あります。そ
うなってくると，近くの医療や教育の機能がある
ところに速やかにアクセスできる，そういう交通
基盤，道路の整備をしてほしいというのが人口減
少という流れのなかで切実なニーズになってきて
います。
　そういう中で生産空間の今後の展開という面で
は，今，大内名誉会長のほうからネットワークと
いう言葉がありましたが，本当に重層的な幅広い

層の，経済活動だけではなく生活面でもいい意味
での力強いネットワークでつながれた地域社会づ
くりといいますか，これは観光というインバウン
ドに向き合う地域の公共交通の整備なども含め
て，そういう方向が大事ではないかと私自身も感
じております。ありがとうございました。
　あと，私のほうから一つ。道経連という経済団
体の役割という面で，私自身は北海道の開発政策
に長くかかわっておりまして，私が初めて昭和
40年代に東京で北海道の仕事をしていたときに，
北海道の経済界はどういう動きをしていたのか
と。あの当時，北海道では北海道価格という非常
に大きな問題があって，北海道のものは全て価格
が高い。従って，そういう価格のものを購入する
については特別の税制でそれを低減していくとい
う，そういう特別税制の低減を当時の岡松成太郎 1)

さんとか道経連の皆さんが非常に強く主張してお
られました。私もそのお手伝いをして，北海道独
自の税制改正を国に要求したという，そういう経
験があります。
　実は，北海道の戦前の開拓，戦後の開発を含め
てですが，例えば黒澤酉蔵 2)さんのような経済界
の方たちが，いわゆる開発政策に対して民間人の
立場で，寒地の農業，寒冷地住宅とか北海道独自
のルール・制度で北海道の開発・発展をやってい
くのだと。そういう声は行政からはなかなか上げ
づらい。そういう声を上げていく役割というのが
経済団体，民間の立場の方々にあるのではないか
と感じており，今改めて新しい時代の中で経済団
体の役割というのは大変重いものがありますし，
我々も期待していきたい。そこを大学の研究者を
含めたこういう学会活動がお手伝いできれば，こ
れからの一つの形になるのかなと感じながら聞か
せていただきました。ありがとうございました。
　次に，大西社長。私も釧路時代に大変お世話に
なって，一緒に観光の取り組みもやってきたので
すが，その部分で，先ほど時間がなくてお話しで
きなかったのですが，大西社長の活動の中で一

1）元商工次官（1947-48）。元北海道電力社長（1960-66），
会長（1966-74）。
2）雪印乳業株式会社の創業者。酪農学園大学の設立者。
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番，私自身が学ぶべきことは，観光というものを
地元のまちづくりと一緒になって進めてきておら
れる。それが観光地としての，あるいは観光その
ものの魅力につながってきていると。そういう意
味で，今は DMOというような言い方をしていま
すけれども，大西社長が地元の阿寒湖温泉地域の
まちづくりにどういう思いでどう関わってこられ
て，今後どういう形に阿寒湖温泉という観光地を
持っていかれたいのか。そんなところを少しお聞
かせいただければと思います。
大　西：ありがとうございます。まちづくりの話
は，さっきちょっと時間がなくてできなかったの
ですが，私は旅館の経営者ですが，33で父が亡
くなりまして，そのときから社長をやっておりま
す。
　旅館経営の中でずっと大事にしてきたことは，
旅館は我々の作品だと思っているのです。商売の
道具と考えるのと作品と考えるのは，似たようで
いて，全く心理状況が違うのです。商売の道具と
考えると，修繕などをすると全部それはコストで，
例えば壁紙が汚れても，畳がけば立ってきても，
もうちょっと我慢できるのではないかと思ってし
まうのです。作品と考えると，もっとよくして喜
んでもらうおうと思えるようになってきて，それ
が宿の喜びと思っていたのですが，だんだん年が
たってくると地域に対して責任を持たなければな
らない立場になってきます。
　観光協会長をやって今 12年目です。宿づくり
もそうですが，実は地域づくりも我々が生涯かけ
てみんなで取り組む作品なのだということが最近
よくわかってきて，宿づくりよりもっとおもしろ
いのが作品づくりなのです。もちろんトップダウ
ンでできることではないのでスピードは遅いです
が，それゆえに仕組みづくりも皆とてもやりがい
のあるおもしろいことで，「阿寒湖温泉グランド
デザイン懇談会」というのがあるのですが，阿寒
のまちづくりの先生でもあり，また，年に１度，
進行はどうか，出来栄えはどうかというようなこ
とを採点していただく座長が小磯先生で，この間
の会が 18回目でした。ああ，先生にお世話になっ
てもう 18年もたったのだなと感じました。

　去年，入湯税を財源にする「まちづくり基金」
を市がつくってくれました。今まで 150円だった
入湯税を 250円にして，その 100円部分が全て「ま
ちづくり基金」として積まれていく仕組みです。
これが小磯先生のご指導を受けながらスタートし
たのが今から 14年前になります。その仕組み一
つつくるのに 14年間かかりました。でも，我々
がやって，いろんなところが研修に来ます。北海
道ですと，例えば湯の川とか知床も来られました。
長崎の雲仙も来られました。いろんなところが来
たのですが，実は，なかなかこれが実行に移すの
が難しいのです。なぜかというと，地域が一つに
なってそれに合意しなければならないので大体は
できない。ですから，「まちづくり基金」ができ
たことも大きかったです。
　それから，DMOですが，日本版 DMOが出さ
れたときに，やっぱり国の政策にしっかりついて
いかなければならないというのは頭にあったわけ
ですが，その中身を見たら全く違和感がないので
す。我々はこの十数年間，まさに DMOと同じよ
うな考え方で地域をみんなで経営してきました。
この時期にお客様が少ないから，この時期に地域
としてここで何かをやって埋めていこうというよ
うなことをずっと前からやってきました。20年
前ぐらいまでは隣のお客様の取り合い競争をして
いる時代がありましたが，この 20年間ぐらいは，
この地域に毎日 3,000人お客さんが来てくれれば
全部満館になるのだと。じゃあ，この町にどうやっ
てお客さんを引っ張ってくるかというのが常に頭
の中にあります。自分のホテルに 1,000万円お金
を使うのも地域に 1,000万円使うのも同じことだ
と私は公言していますけれども，まちづくりは非
常におもしろい仕事です。
　昨年こういうのをつくりました。アイヌコタン
の景観をもっとチャーミングにできないかという
ことで，コタンのお店に 1人 20万出してもらえ
れば 80万円まで景観を変える工事ができるよう
な仕組みを阿寒湖温泉の中でつくりました。これ
は三つのルールがあって，一つは天然の素材を使
うこと，二つ目はアイヌアートを必ず入れること。
三つ目は，地域全体の調和が必要ですから，アイ
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ヌ工芸協同組合というのがあるのですが，その協
同組合の中での調和をしっかりと役員で認定をし
てもらうこと。この三つが整えば 20万出してく
れたら 80万までできる。
　今年は商店街の見直しに新しい制度をつくろう
と思っています。まだ最終的なものは見えていま
せんが，「国立公園満喫プロジェクト」に通りま
したので，恐らく景観まちづくりにも何らかの支
援がいただけるとしたら，50万円出したら 250

万円ぐらいの工事ができる。そうすると，大きな
店であっても商店街の外観形成から業態転換まで
ある程度力を尽くしていけるような，そんなこと
が可能でないかと思っています。
小　磯：どうもありがとうございました。
　今，大西社長のほうから，自分の会社に 1,000

万投資することと，同じ思いで地域に 1,000万投
資すると。これは，言うは易く行うは難し。しか
し，それを見事にというか，それ以上に実践して
おられるのが大西社長ではないかと思います。
　実は今，地方創生，KPI3)とか，いろんな形で
成果を早く出そうという動きがあるのですが，
さっきもお話しいただきましたように，やっぱり
20年，最低 10年，そういう長い目でまちづくり
を目指していくことが本当に魅力ある観光地づく
りにつながっていくのではないかと思います。
　DMOという仕組みも最近出てきましたが，私
が阿寒湖温泉の皆さん方と一緒に活動している
限りでは，この 20年間やってきたことはまさに
DMOそのもので，観光協会は早々と NPO組織で，
まちづくりという形で地域の皆さんと一緒に進め
ていこうとしました。観光による外からの消費を
受けとめるのは地域の全ての産業で，みんなでや
ろうよという，その意気込み，共有感がすごいと
思います。
　それから，阿寒湖温泉では今から約 20年前に
「2010プラン」という，これは私も驚いたのです
が，まさに直接民主制のような，その地域の住民
皆さんが何らかの形で関わった手づくりの計画に

よってまちづくりを進めています。これは強いの
です。行政で認知はされていないのですが，自分
がつくった計画だという意識をみんなが共有して
いると，やっぱり地域は強い。そんな意味で私自
身，阿寒湖温泉地域で学ばせていただきました。
　もう一つお話しすると，さっき入湯税のかさ上
げによる観光地の新財源の取り組みの話がありま
した。今，私自身も全国いろんなところから問い
合わせをいただいたり，お答えしているのですが，
これはそんな簡単にできるものではありません。
釧路市という市の中で一部の阿寒湖温泉地域だけ
に特別の財源を付与するという，これを例えば議
会に持っていくと，何で阿寒だけなのだと。それ
を市の条例という形できっちりと政策づくりをし
ていくという，これはかなり高度な制度づくりの
技術が要ります。だから，まちづくりというのは
実はそういう高度な政策技術も伴うもので，そう
いうところに北海道経済学会のような研究者とし
ての関与，お手伝いできる部分もあるのではない
かと私は感じております。
　どうもありがとうございました。
　お待たせしました。石橋さん。私も石橋さんと
は 20年近くのおつき合いで，その中で，ある時
驚いたことがあります。これはたしか 2013年の
11月ぐらいだと思うのですが，たまたま一緒に
いたときに日経新聞を開いたのです。そうすると，
1面の下に「春秋」というコラムがあって，そこに，
道東の暴走老人を自称する地元の名物男がいると
いう，そういう石橋さんの紹介がありました。な
ぜこの時期に日経の「春秋」で石橋さんが紹介さ
れたか。それは TPPです。「春秋」の中で，農協
の全国組織や乳業メーカーの言いなりにならず，
自分たちの手で牛の品種や飼料を徹底的に改良し
て最高品質の牛乳をつくり上げたと。そういう紹
介がありました。
　十七，八年前ですか，私が釧路に行って最初に
石橋さんにご案内いただいたのが，さっきご紹介
があった酪農技術センターです。驚いたのです
が，飼料とかいろんな品質分析の中で牛乳そのも
のの分析も，各農家がどういう牛乳を生産された
かデータで見事に出てきました。その当時，北海

3）Key Performance Indicator, 重要業績評価指標。組織や事
業，業務の目標の達成度合いを計る定量的な指標のこと。
（IT用語辞典より）
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道では各農協でそういう取り組みをしているとこ
ろはほとんどありませんでした。で，なぜここま
でやるのですかというお話をしたら，自分たちが
誇りを持って地域で生産していく，そのプライド，
誇りなのだと。浜中町農協の精神というのは，ま
さにその部分ではないかと思います。
　今日は，せっかくの機会なのでちょっとご質問
したいことがあります。それは，同じ 2013年で
すが，ちょうど TPP問題が非常に激しい議論に
なったときにニュージーランドのグローサー貿易
大臣が日本を訪れまして，東京には寄らずに浜中
に直行して石橋さんに会ったと。これは私にとっ
て大変衝撃的なことで，その時にどういう会話が
交わされたのか聞く機会がなかったので，この機
会にお聞きしたいと思います。TPPに向き合う，
そういうメッセージなどもあわせていただければ
と思いますので，よろしくお願いします。
石　橋：特別なことではないのです。グローサー
貿易大臣の浜中訪問の意味というのは，ニュー
ジーランドの乳製品の品質レベル，国際的には何
の問題もないのですが，日本のバイヤーからする
と，このバターは，この脱脂粉乳は，このチーズ
は日本に持っていっても俺は売れないかもしれな
いという，そういう思いを持って現地で製品検査
をするわけです。そうすると何が起きるかという
と，単品で個別に検査するわけではないですが，
一つのロットがありますから，そのロットの中で
抜き取り検査をしたら，これはだめだね，これ
はオーケーだと。こういうふうにされて，ニュー
ジーランドの人たちにしてみれば自信を持ってつ
くったはずの乳製品を，なぜか日本のバイヤーは
100％持っていかない，何でだ，ということになっ
てしまったのです。
　それは，フォンテラ 4)という会社も同じ思いを
持っていたのです。フォンテラは，何を日本人は
生意気なと。自分のところで牛乳，乳製品が足り
ないのだから文句を言わずに買えという思いを
持っていたのですが，残念ながらバイヤーがそう
いう買い方をしていたと。どうしてそうなったの
かということです。それを確認するためにニュー

ジーランド大使館に，日本の場合こういうことを
やるのですが，日本の乳製品はそんなにいいのか
と。そういう乳製品をつくっているとしたら，そ
ういう原料をつくっている牧場のあるところに
ちょっとおまえ案内しろということで，ニュー
ジーランド大使と二等書記官，それからフォンテ
ラの役員 3人とグローサー大臣が来られたので
す。
　それで，実は 1日半いました。大臣が牧場の隅
から隅まで歩きました。TPPの担当大臣が異国の
地の牧場に来て，牧場の隅から隅まで歩く。牛
舎にも入っていく。そして，先ほど小磯先生が
おっしゃられた，それをどうやって検査している
のかということで酪農技術センターを見られたの
です。そこで話をされたことは何か。要するに，
ニュージーランドの原料乳の品質レベルを上げる
ために我々は何をしたらいいのか，どうしたらい
いのかということを探りに来たというのが本音
だったと私は思っています。
　ですから，牧場の隅から隅まで歩いたときにグ
ローサー大臣は，「何だ，この草地は。こんない
いかげんな草地」と，草地のことについてはさん
ざん文句を言っていたのです。ニュージーランド
の草地に比べれば，浜中の草地は，ある意味でい
うと極めて粗いのです。そして，おいしい草が
ないのです。ニュージーランドのほうがずっとお
いしい草があるのです。牛はそれを食べて牛乳を
生産するのですが，実は，牛が食べるところまで
はよかったのです。ニュージーランドの草地管理
というのは世界に冠たるものがありますから。そ
して，ニュージーランドの草地は 15センチも伸
ばして食わせません。12センチぐらいでみんな
食べさせてしまうのです。いわゆる短草利用なの
です。で，栄養価が高いのです。なおかつ石灰分
も，あそこは石灰の島ですが，それでも石灰が足
りなくなるからといって例えばマグネシウムです
とか鉄分を補給しているのです。要するに微量要
素と言われるミネラルをきちんと補給しているの
です。そうやってバランスのとれたおいしい草を
つくって食べさせる。そこまではいいのです。
　問題はそこから先です。搾乳する技術がなって

4）ニュージーランドの乳業会社。
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いないのです。ニュージーランドを旅行されたと
きに搾乳の現場に立ち会われたら，これだったら
ホテルの牛乳飲めないやと思ってしまうのです。
それはどうしてか。日本人というのは，ほんとに
きれい好きですね。牛が牛舎に入って搾乳され
る，パーラーに入ってくる。そのときにどうする
か。まず最初に乳頭の先についている細菌を殺す
ためにプレディッピングをするのです。その後に，
今度はそれをきれいに水洗いして，最後は乾いた
ペーパーできれいに拭き取る。そして，その後が
大事なのです。その後，前搾りをするのです。乳
頭の先に少したまっている乳汁があるのです。そ
れを 3回ぐらいキュッキュッキュッと搾って，そ
れは廃棄するのです。単に廃棄するのでなくて，
そのときに，こういう容器のところに網がありま
して，そこにきちんとそれをピュンピュンピュン
と 3回ぐらい搾り落とす。そうすると，乳房炎に
なっているとそこに塊が出るのです。そうすると，
この乳頭の牛乳は出荷できないというのが日本な
のです。
　ニュージーランドは，そこまでの作業は全部省
略です。牛が搾乳場に入ってきました。入って
くるときに若干，下からピャーッと水を吹きつ
けてはきます。草地にいますから基本的には牛は
そんなに汚れていないのですが，入ってくるとき
に通路で下からピャーッと水を吹きかけられて乳
頭のところは一応洗われたことになっているので
す。なっていますけれども，そのまま搾乳場へ
入ってきたら，あとは次々，次々とミルクをし
ぼっていくだけですから。で，たまさか牛が寝た
ところに牛の糞があって乳頭についていたとした
ら，シャーッと水をかけられたぐらいでは落ちま
せん。それを酪農視察で行ったときに見て，「う
わーっ」と言ってみんな帰ってきます。
　うちの組合の女性の皆さんは約 80人，今まで
ニュージーランドを視察して酪農現場を見てきま
したが，牛舎の周りと住宅の周りがきれいなので
皆さん感心して，我々もああしたいねと。牛舎の
搾乳するところだけは，あれは絶対嫌だねと。そ
れを，どうやって乳製品としてきちんと買って
もらえるものをつくるかというところで，ニュー

ジーランド大使館は，それだったら多分，日本一
の牛乳を出している浜中がいいよと言って浜中に
お連れしたということですね。そして，技術セン
ターのシステムをくまなく見て，説明を受けてお
帰りになりました。
　帰った後で新聞記者が，石橋さん，あんなに詳
しく説明していいのと言ったのですが，私は，大
丈夫，多分，俺の生きている間はこのレベルにな
らないからという話をしました。そういうことな
のです。
小　磯：大変生々しいお話を，ありがとうござい
ました。ある意味でグローバルな，レベルからも
評価される，そういうものが北海道にあるという
ことですね。
　あと，せっかくの機会ですのでお話ししますと，
特に石橋さんがやっておられる浜中町の農業経営
の中で私は感心することがあります。それは，外
からの新規就農者の方々が非常に多いと同時に，
そういう方たちが非常に元気に地域を支えている
ことです。中には私の大学に学びに来られた方も
おられます。そういう元気のある方の存在，さら
に出生率の高さなどの循環というのは，石橋さん
がやっておられる農業の健全さが地域に伝わって
いるのかなと感じました。
　最後に皆さん方から一言ずつ。今日は，これか
ら地域の皆さんと新しい活動を考えていく一つの
場ということで，これからの北海道経済学会の活
動について皆さん方のお立場から一言ご提言とい
いますかアドバイスをいただければと思いますの
で，大内名誉会長からお願いします。
大　内：ありがとうございます。それでは，私の
ほうからは経済学会と産業界の関係ということで
お話をさせていただきたいと思います。
　我々，実際に会社の経営なり運営に携わってお
りますと，経済学会で今何を議論されているのか，
そして，どんな研究をされているのか情報がなか
なか伝わってこないといいますか，逆に我々のほ
うから先生方のところに行ってお話を伺わなけれ
ばならないわけですけれども，そういう努力も不
足していたのだと思います。やはり学会と産業界，
経済界がしっかり結びついて北海道の発展のため
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に尽くしていく。そういう姿が一番望ましいのだ
と思います。
　本日こういう会にお招きいただきお話しする機
会をいただきまして，私，北海道経済学会の活
動につきまして認識を新たにしたのですが，産
学協働ということがいろんな分野で行われており
ます。経済学会と北海道の産業界が実際にこれか
らタッグを組んで，北海道に足らざるものは何か
ということをしっかり議論しながら，そしてま
た，北海道の強みであります食と観光ということ
を前面に押し立てて北海道の発展を図っていこう
というお話をさせていただきましたけれども，そ
のためには今やっている活動の中で何が足りない
のか，何をこれから研究して世界各国との競争に
打ち勝って食を輸出していかなければならないの
か。そういうことを学会と産業界がしっかり議論
をしながら進んでいく姿が大事だと思いますの
で，我々経済界も今まで足りなかったことを反省
いたしまして，また先生方にもいろいろご指導を
お願いいたしまして，私の経済学会に対します要
望とさせていただきたいと思います。
小　磯：ありがとうございました。
　それでは，大西社長，お願いいたします。
大　西：私はいろんな席でこのことは発言させて
いただいているのですが，産官学連携ということ
が叫ばれていますが，我々観光産業の中で特に学
との連携が非常に少ないというか，弱いと思って
いるのです。例えば，今の観光振興機構の中の学
の役割とかいろいろなところを見ても非常に弱
い。多分いろんな理由があるのだと思うのですが，
これは経済界側からのアプローチの弱さもあるか
もしれないし，学のほうの問題もあろうかと思っ
ています。
　特に，マーケティングの強化の部分とか，そう
いう中でビッグデータの活用とか，労働生産性が
非常に低い，じゃあそれはどうしていくのかとい
うようなことについても，産業界からのアプロー
チはすごくあるのですが，学からのアプローチは
少ないということがあります。
　それから，人材教育の部分でも，観光庁のそう
いう委員会にも出たのですが，例えば観光学部が

ありましても，経営学，会計学等々も一般の会計
学の先生が観光の授業を教えています。これは，
歴史的に観光がなかなか学問になりづらかったと
いうことがあるので今まではやむを得なかったと
思うのですが，これだけ時代が変わってきました
ので，ぜひとも観光に特化した会計学の先生，経
営学の先生とか，そういう方にしっかりと人材育
成に当たっていただれば本当にありがいと思って
おります。
小　磯：どうもありがとうございました。
　それでは，石橋組合長，お願いいたします。
石　橋：北海道経済学会と北海道農業との関係で
いえば，いろんな分野でいろんな形で提携が進ん
でいますし，私どもも先生方のお知恵をかりなが
らいろんな取り組みをしているということがある
と思うのです。そういう意味でいうと，これから
の北海道農政として考えたときに，私は，日本列
島という南北に細長い島国の中で一本の農政だけ
で全てを仕切る時代ではもうなくなったと。要す
るに，グローバル時代に入ってどんどんどんどん
変化が起きているわけです。その中で沖縄の農業
と北海道農業を同じ法律でやること自体のナンセ
ンスさというのがあるはずなのです。そこのとこ
ろはひとつメスを入れていただいて，将来は北海
道が，いってみれば日本国民の命を担っていく役
割を果たさざるを得ない立場にいずれはなると思
うのです。本州の農業の実態を見ていますと，私
はそう思います。
　そのときに，北海道農業が日本国民の命をつな
いでいくためにやるべきこと，そのための農業政
策としては，日本で一つのものではなくて，最近
は特区という言い方をしていますが，特区でいい
のかもわかりませんが，特区という言い方をされ
ますと何かそこだけが特別扱いされているような
感覚になってしまうので，そうではなくて，農業
政策の中で北海道という島の特性の中で，もっと
生産性を上げたり，あるいはコスト低減をしたり，
あるいは，より品質を向上したり，そういうこと
をやるための技術なりサポートのシステムですと
か，そういう問題について先生方にもっと声を出
していただく。我々もそのための実験は惜しまな
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いでやろうという思いがありますので，そういう
方向性でいろいろご提言いただけたらと思ってお
ります。
小　磯：どうもありがとうございました。
　大学という立場，それから研究者という立場，
実際の社会に向き合うという，その方法論，ツー
ルをなかなか持ち合わせていないというのが実態
なのですが，でも，やはりそういう方向に向き合っ
ていかなければならないという確実な日本，地域
社会をめぐる動きの中で，改めて我々の方向とい
うものを示唆する本当に貴重なご意見をいただい
たと思います。
　特に，北海道経済学会は地域の学会ですから，
地域社会にどうかかわっていけるのか。今のお話
をお聞きしますと，それぞれの皆さん方の活動と
の距離をいかに縮めていく努力をしていくのか。

あるいは，新しい課題，地域社会が求めているも
の，国が求めているものに対して，研究者として
しっかり新しい動きを見詰めながらその専門性を
高めていくという，そういう命題もいただいたよ
うに思います。
　今日は，学会らしからぬシンポジウムとして，
いろいろな議論をいただきましたが，これも新し
い時代の学会の一つの意見交換の場かなと改めて
感じながら，一応予定された時間も過ぎましたの
で，ここで本日のシンポジウムのパネルディス
カッションを終わりたいと思います。
　パネラーの皆さん，本当にありがとうございま
した。
　また，会場の皆さんには熱心にお話を聞いてい
ただきまして，ありがとうございました。（拍手）


